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第３８回鳥取家庭裁判所委員会議事概要 

１ 開催日時 

  令和５年２月１５日（水）午後２時００分～午後３時３０分 

２ 開催場所 

  鳥取家庭裁判所大会議室 

３ 出席者 

 （委員・五十音順） 

  石山雄貴、駒井重忠、権田正直、杉山尊生、多田裕一、坪倉嘉隆、幡雄一

郎、深田巧、水野治郎、森木田邦裕（委員長） 

（事務担当者等） 

田島首席家裁調査官、建井家裁首席書記官、椎野次席家裁調査官、小田川主

任家裁調査官、石塚事務局長、松本家裁総務課長、渡邉家裁総務課課長補佐

（書記） 

４ 議題 

 ⑴ テーマ：家庭裁判所調査官（補）の採用広報について 

⑵ 次回開催テーマ等 

５ 議事 

  新任委員の紹介 

 ⑵ テーマについての意見交換等 

裁判所事務担当者が、近年における家庭裁判所調査官（補）の採用者数の

全国的な推移及び当庁の採用広報の実情を説明した上で、意見交換した。 

要旨は別紙のとおり。 

６ 次回開催期日等 

 次回テーマ 

  裁判所における広報について（法教育の視点から） 

⑵ 次回開催日 
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 開催候補月を令和５年６月とし、日時については追って指定する。 

                             以  上 
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（別紙） 

○委員長 

 当庁で実施しているオンラインでの説明会の説明内容の実演をしましたが、ま

ず、それを踏まえて御意見等を伺います。 

○学識経験者委員Ａ 

 家庭裁判所調査官の仕事及びその内容、また家裁調査官が満足して仕事をしてお

られるということが分かりました。 

 ところで、説明会に参加しているのは、例年１人ということでしょうか。それと

も、ここ二、三年のみという状況なのでしょうか。 

また、全国的に採用人数が減っているのが平成２９年の辺りで、それ以降も減っ

てはいるものの、横ばいといえる状況にあるようですが、むしろ、平成２９年のあ

たりで何が起こったのかということを考えたほうが受験者の確保という点で考察し

やすいのではないかと思います。 

 さらに、学校への訪問について、具体的に何年生に対して実施しているのかとい

うのも気になりました。例えば大学３年生や４年生になってくると、既に進路を想

定していると思うので、そこから勉強が必要であることを知ると、受験することは

なかなか難しいと思われます。したがって、いつ、何年生の授業で講義しているの

かというのが気になった次第です。 

○事務担当者  

 このオンライン説明会は、まさにコロナ禍で始めたものです。従前は対面で行っ

ておりました。以前の参加人数について具体的な数をお示しすることができません

が、かなりの人数が来ていたところ、オンラインになってからは少ない数で推移し

ている状況が続いています。 

 出前授業につきましては、概ね大学２年生を中心に説明させていただいていま

す。具体的には、昨年度から鳥取環境大学、鳥取大学、米子の医学部大学院などで

お話をさせていただいております。 
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具体的な数字では、鳥取大学は４２人、鳥取環境大学は１１人、米子の医学部大

学院研究科は約２０人の合計７３人の方々に昨年は講義を受けていただきました。 

○学識経験者委員Ｂ 

 この採用試験というのは、鳥取県で確保するためのものなのか、全国で確保する

ためのものなのかどちらでしょうか。 

○事務担当者 

 ほぼ全国の都道府県の県庁所在地で試験を実施していますが、採用については全

国規模となります。したがって、鳥取での受験者を鳥取で採用するということでは

なく、合格者を全国規模で集約し、最高裁判所が任地の選別をすることになりま

す。 

○学識経験者委員Ｃ 

 三十数年前、私が公務員試験を受けたときのことを思うと、特定の職種というよ

りも、県庁も受けたり、国家公務員も受けたり、裁判所事務官も受けたりという形

でした。 

おそらく公務員を志望する方は、仕事の安定性や福利厚生というところを評価し

ていると思うので、あとは、入れるかどうかというところを現実的に考えるのでは

ないかと思います。 

 家裁調査官は、教育、心理、法律と多分野にわたって関わりがあるということで

すが、その中で、法学専攻でも意外と受験できるのではないかとか、教育学専攻だ

がほかの科目を勉強すれば受験できるのではないかなど、もう少し受験しやすさな

どをアピールすると、自分でもチャンスがあると思ってもらえると考えます。 

 そういうことも認識された上でアプローチされておられるのなら、受験のしやす

さなどをもう少し伝えればどうかと思いました。 

○委員長 

 裁判所の専門職種としての家裁調査官の仕事の魅力が伝わっているかどうかとい

う点に関してはいかがでしょうか。 



 

- 5 - 

○学識経験者委員Ｄ 

 受験者数の減少の背景には認知度の低さがあるのではないかと思います。成年年

齢の引き下げにより、高校生の段階から、社会、政治、選挙などに向き合うことが

増えていますし、主権者教育が活用されていますから、高校生の段階くらいからア

プローチし、仕事の魅力の部分を伝えていけば違う展開になるのではないかと思い

ます。 

○学識経験者委員Ｅ 

 統計資料で、家庭裁判所調査官等の採用試験の受験者数の推移と国家公務員採用

総合職試験の受験申込者数の推移に照らすと、比較的、家裁調査官の推移というの

は安定しているように見えます。 

 当社では社員約２００人のうち、正社員が８割ないし９割を占めています。民間

企業を目指す方と家裁調査官という職種を目指す方をイコールの土壌で求めるのに

は多少違和感がありますが、人材として何を求めているのかということをもう一度

精査されて、その上で、それに見合った形の人が応募しやすいようなシステムを考

えられるのがいいのではないかと思います。 

 家裁調査官を目指すか否かにかかわらず、いつの時代も、職を求める人には、こ

ういうことをやっていきたい、というのが必ずあると私は思っておりますので、訴

求効果というものを考え、あまり悲観的にならず、いろいろトライをされたらよい

のではないでしょうか。 

あまり難しく考えると、逆に硬直してしまって採用する側も求職する側も必要以

上に肩に力が入ってしまうことになります。 

○委員長  

 難しさに見合った、やりがいある仕事だということが伝わったかどうかというこ

とについて、Ｆ委員は弁護士の立場からどのように聞かれましたか。 

○弁護士委員Ｆ 

 鳥取県で受験者数を増やすという話なのか、鳥取に限らず全国で増やすのかとい
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う話では全く変わってくると思いますが、やはり知名度の問題はあると思います。

大学生はともかく、高校生にとっては家庭裁判所調査官の仕事をほぼ知らないと思

います。 

 私たちの世代には「家栽の人」という漫画とドラマがあったので、今よりは高校

生レベルで知っていたと思いますが、今の高校生は全く知らないと思います。その

状況で大学生になったときに、家裁調査官の取っかかりや知識が全くない人がいき

なり家裁調査官の試験を受験するのは難しいと思います。そうすると、高校生ぐら

いからの広報活動が必要ではないかと思います。 

 高校生への広報で、すぐ受験者の増加に結びつくわけではないかもしれません

が、現在、県立高校では職業紹介の日が設けられ、そこでいろいろな職業の人が高

校に出向いて、業務説明や業務体験などが実施されています。裁判所がそれに参加

できるのか分かりませんが、そういうところに参加するようなことがあっても面白

いのではないかと思います。 

○委員長 

 読売新聞の連載小説で少し家裁調査官が出てきたりしているものの、「家栽の

人」の当時と今を比べると今はなかなか難しいところがあると思いますが、引き続

いてＧ委員、いかがでしょうか。 

○弁護士委員Ｇ 

 家庭裁判所として、どういう人材を求めるのかというところを、まずきちんと把

握する必要があると思います。家裁調査官の仕事というのは他人の人生を決める本

当に重要な仕事だと私は認識しておりますので、ただ、働く場所として安定してい

ます、というだけでは、ちょっと心もとないと感じます。 

 そうすると、家裁調査官の方々が働きがいを持って、どういう思いで日々この仕

事をされているのか、どういう情熱を傾けて、どういうやりがいを感じておられる

のかということなどが、もう少し生の声として分かればいいのではないかと思いま

す。  
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○委員長  

 短時間で説明会の内容をコンパクトにまとめていましたので、いろんなことを紹

介しなければという、そういう限界もあったのではないかと思いますが、仕事のや

りがい等がうまく伝わっておりましたでしょうか。 

○学識経験者委員Ｃ 

 事前に御案内があったユーチューブを見させていただきましたが、当事者のイン

タビューなどがあり、よく伝わると思います。 

○委員長 

 先ほどから、高校生にも採用広報を展開した方がいいのではないかという意見が

あり、また、視覚的に訴えるべきであるという意見もありましたが、２番目のテー

マである、オンラインの活用、あるいはＳＮＳなどのツールを用いるなど、多角的

な採用広報活動という点で、実際にそれぞれのお立場で御苦労、注意されている点

などを含めてお話しいただけますか。 

○学識経験者委員Ｈ  

 当方は医療業であり、雇用に関しては基本的には資格職の方がほとんどで、か

つ、慢性的な人手不足がずっと続いている状態です。ですので、人材確保と一言で

言っても状況としては違うかもしれませんが、先ほどの御説明やパンフレットで、

やりがい等は伝わってくるものの、真剣に受験を考えている方からすると、実際に

そんなにうまくいくわけではなく、非常に泥臭い部分もかなりあると感じているの

ではないでしょうか。 

 そういう泥臭い部分が説明にない場合、志望者は警戒せざるを得ないのではない

かと思います。説明によると、家裁調査官は精神的にも深く関わる仕事でしょうか

ら、ワーク・ライフ・バランスなどの点は大事であり強調しなければならない部分

だと思います。 

 実際受験される方というのは、給料は幾らもらえるのか、退職金はどうなるのか

などについては聞きにくいと思いますので、実際、有休がどのぐらいちゃんと取れ
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るのか、働きやすさはどうかなど、そういうところをしっかり説明し、泥臭い部分

がある一方で働きやすさもあるという点を具体的に伝えれば、志望者の方は評価さ

れると思います。仕事のやりがいというのは、仕事の内容だけではなく、実際の休

みや報酬なども含めての総合的な評価になると思いますので、その辺をしっかり説

明することが重要だと思います。 

 当方は、基本的に、勤務を希望される方に、精神科の患者さんがたくさん入院し

ている病棟に実際に入っていただいて、そこで職員が働いている姿や患者さんの姿

を見ていただき、中での仕事を体感してもらうことをやっております。このように

全部見せてしまうことで安心感を得ていただくというような方法です。したがっ

て、裁判所でも実際に体験学習のような形がとれるのであれば、そういったことも

考えたらいいのではないかと思います。 

○学識経験者委員Ｄ 

 「泥臭さ」ということについて共感しました。私の職業である新聞記者とは、あ

る意味泥臭さというところが付きものの仕事です。私が入社した３０年くらい前

は、私は特ダネをどんどん記事に書いて社会を変える、という１点に魅力を感じて

この道を選んだのですが、今、新聞社に入ってくる方々は価値観が変わってきてい

る印象を受けます。もちろん、新聞社、マスコミの世界に入るという志があるか

ら、ある程度その泥臭さや、社会のために働くという部分もあると思いますが、先

ほどお話が出たようにワーク・ライフ・バランスの部分もしっかり求めたいという

気持ちもある印象です。 

 だからこそ、そういう泥臭さの部分にプラスして、しっかり休みが取れ、メリハ

リの利く仕事であるというところが今の人達にはヒットするのではないかと思って

います。新聞社であっても、裁判所であっても、泥臭さを含めながら、休みが多い

ということをうまい具合に分けて説明できればいいと思います。 

○委員長 

 Ｄ委員の職場では説明会などにツールを使うことはあるのでしょうか。 
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○学識経験者委員Ｄ 

 アナログですが、県外、県内の高校から大阪や東京の方に行った大学生をターゲ

ットにし、向こうで説明会を開いたり、ＯＢ訪問を実施したりするなどしていま

す。そこでは、新聞社としての面白みだけではなく、今の人達のニーズを酌み取っ

て、休みなど福利厚生等を意識的に説明するようにはしています。 

○委員長 

 Ｅ委員に、採用活動一般について、具体的にどのような点を注意して伝えている

かお話を伺えればと思いますがいかがでしょうか。 

○学識経験者委員Ｅ 

 当社の場合、地域の小学校生等に対し、ホームページ等で工場見学の希望をお受

けし、実施しました。子どもに対して、こういう仕事があるということを知ってい

ただくのも一つではありますが、こういう受入れを通じて社員自身が自分達の仕事

をこなしている姿を子供たちに見てもらうということも大切にしております。 

 民間企業として、ＳＤＧｓやカーボンニュートラルなど、いろんなことに取り組

んでおりますが、企業として社会貢献の一翼を担っているということを社員一人一

人が思うことがまず大切であると思っています。 

 人材確保のためには、受験をしていただくということも大切なことの一つです

し、入社後に本当にいい会社であり、いい仕事に関わっていると思ってもらうとい

うことが非常に大切だと思います。要は離職率等を下げることが大切です。おかげ

さまで当社の場合、離職率に関しては比較的地方の民間企業としては少ないと思っ

ております。 

他に中小企業の強みとして、経営者と現場の社員との距離感が非常に近いという

点があり、全体での慰労会を設けるなどしています。 

 皆さんが常日頃から周りの方に、魅力ある仕事であるという雰囲気を醸し出され

る必要があるのではないかと思います。 

○委員長 
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 職場の特性などをしっかりとアピールしていくということが非常に重要だという

ことですね。先ほどから高校生の話がありますが、さらに若年層を意識していく必

要があるということを、今後考えていきたいと思います。 

 公共機関における採用広報活動等をお考えになっていることがあると思います

が、いかがでしょうか。 

○学識経験者委員Ｃ 

県では最近社会人経験のある方の採用が増えています。おそらく調査官は専門的

なので、何か経験のある方の中途採用をすることも考えられると思います。 

○学識経験者委員Ｂ 

 私の職場は福祉の専門の機関ですから、ある程度採用できる職員も限定されま

す。我々の職場も人が足りず、募集しても集まりにくいのが現状です。児童相談所

にも一時保護所という施設がありますが、そこの指導員などについて学生を対象に

募集しますが、なかなか集まりにくいという実感です。 

 私は数年前には県庁で勤務しており、その時にはお父さんが働いている姿を見

る、ということで子供さんが職場見学に来ていることを思い出しました。先ほど言

われた小学生が工場見学するとか、高校生の段階から職場や仕事を紹介するという

ような、早いうちからいろんな選択を広げていくということが非常に大事であると

感じました。 

○委員長  

 今の若者は、仕事のやりがいということだけではなく、就職するにあたって、ワ

ーク・ライフ・バランスや実際の労働環境なども非常に意識しているという話もあ

りましたが、実際、学生の就職相談などを受けておられるＡ委員において、この採

用広報活動ということについて何か感じておられることがあればお聞きしておきた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

○学識経験者委員Ａ  

ほかの委員のおっしゃるとおりだと思います。ワーク・ライフ・バランスなどの
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実情について、配布された採用パンフレットで紹介されている人達が何を考えて働

いているのかということや、働く場面以外でどう生きるのかというところを含めて

話が聞ければ、とても面白くなると思っています。 

○弁護士委員Ｆ 

 こういうパンフレットもすごくよくできていると思いますし、ユーチューブでな

くとも、今はネットで調べれば、いろいろ情報は出てきますが、問題なのは実際、

情報に行き着くかどうかということになります。いくらいい情報でも皆が見なかっ

たら何の意味もないのであって、何か興味や取っかかりがないと、それを見ようと

いうモチベーションは働かないと思います。そうすると、鳥取大学や環境大学等に

出前講義されて、お話しをされるということが、実は一番手っ取り早いのではない

かと思います。 

 それを見て、例えば、そのときの話の面白さだとか、お話をされた人の人間的な

魅力であるとか、そういうところから家裁調査官に興味を持ったり、取っかかりに

なったりして、自分で情報を探る動機になるのではないでしょうか。パンフレット

の活字にできない生の話のほうが面白いような気がしますので、やはり外に出て話

をされるのが一番いいのではないかと思います。 

○弁護士委員Ｇ 

 先ほどのＨ委員がおっしゃったように、実際に見るということがすごく大事なの

ではないかと思います。私も現在の仕事に就くときには、司法修習においてある弁

護士のところで３か月研修しましたが、その時に自分がなればこうなるのだなとい

う、泥臭い面も含めて実感として分かったので、就こうという気になりました。そ

こは本当に大事だと思いました。 

 このオンラインの採用説明会というのは当然時間の限りもありますし、いろんな

ツールを使って知ってもらうのは良いことだと思います。先ほどＦ委員がおっしゃ

ったように、実際の情報に行き着かないと、深入りしていくことはないと思いま

す。その取っかかりの場面というものをできるだけ広げていくことも大事だと思い
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ます。先ほどＤ委員やＦ委員がおっしゃった、大学だけではなく、高校生、中学

生、そういった方向にも広げていくというのは、非常に重要なことだと思いまし

た。 

○委員長  

 普段仕事でも家裁調査官と接しているＩ委員はどのように聞かれましたか。 

○裁判官委員Ｉ 

 私も家庭裁判所修習において家裁調査官の話を聞いて、家裁調査官の調査に実際

に同席させて見させていただく機会がありました。家裁調査官というのは心理検査

をしており、その心理検査も実際に自分が受けたことがあったかと思いますが、家

裁調査官に分析していただいたら、そうかな、ということも思い出しましたが、そ

うやって本当に私自身もそのときに初めて家裁調査官の仕事を知ったということを

思い出しました。 

 裁判官は法律的な知識がありますけれども、それ以外の行動科学的な知識はそれ

ほどありません。その中で家裁調査官の知見を踏まえた結論が裁判官の判断には必

ず関わっています。これは日々の仕事の上では特に感じますので、そういう仕事が

あるということ自体をまず知っていただくということは非常に重要だと思いますの

で、まずターゲットをどういうふうにするかというような視点、それからその仕事

をどうやって伝えていくか、さらに伝えていく内容についても非常に重要な御示唆

をいただき、大変参考になりました。 

○委員長 

 家裁調査官というのは、当事者から出る紙の記録だけではなくて、実際に少年や

家事事件の当事者と会って話を聞くということで、不可欠で非常に重要な仕事をし

てもらっていますし、これまで私が接した家裁調査官というのは、本当にやりがい

を持って、熱意を持って仕事をされてきたということを強く感じていたところで

す。私としても、そういったことをできるだけ広く、いろんな機会を通じて伝えて

いきたいと改めて感じました。 


